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 スキャナの z 方向の信号を基に，第二章で述べた理論を適用することで，動的な弾性率を算出した． 
 本手法の妥当性を検証するために，数種類の SBR 架橋ゴムサンプル，IR 架橋ゴムサンプル，
SBR/IR ブレンド架橋ゴムサンプルに本手法を適用し，バルクの粘弾性測定結果との比較を行った．た




【第四章 結果と考察】まず，本研究で開発した手法の振動特性を検討し，1 Hz から 20 kHz の広周
波数帯域で安定した振動特性が得られることが分かった． 
 次に SBR と IR 単体サンプルについて本手法を適用した結果について述べる．SBR では 300 Hz に
tan のグラフに特徴的なピークが観察されたのに対し，IR では測定周波数中にはピークをもたなかっ




図 1 ナノ粘弾性測定，DMA 測定により得られたマスターカーブ． (a) と(b) はそれぞれ，SBR，IR
単一ポリマーについて． 
 次に，SBR/IR ブレンドサンプルへ本手法を適用した結果について述べる．10 Hz～20 kHz の周波









































 本研究の成果は，科学論文誌 Macromoleculesに掲載済みである． 
 以上により自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している．し
たがって，五十嵐貴亮提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
